
                       ドクダミ 

                                                   （２００４年６月２５日 撮影） 

                           街
まち

の中
なか

でも見
み

られますが、泉ケ岳
いずみがたけ

では６月下旬
がつげじゅん

か

ら７月 中 旬
がつちゅうじゅん

ごろにかけて、よく見
み

かけます。 

                           あまり日
ひ

の 光
ひかり

が当
あ

たり過
す

ぎない木陰
こ か げ

などで、た

くさん咲
さ

きます。においに独特
どくとく

の臭
くさ

みがあります。 

                           名前
な ま え

に「毒
どく

」とついていますが毒
どく

はなく、これは

｢毒矯
ど く た

め（＝毒
どく

を矯 正
きょうせい

する＝治
なお

すという意味
い み

）｣ か

ら変化
へ ん か

した名前
な ま え

で、様々
さまざま

な 薬
くすり

にもなる植 物
しょくぶつ

です。 

                           江戸時代
え ど じ だ い

には「しぶき」と呼
よ

ばれていました。こ

れは「しぶとい」という意味
い み

です。いくら花
はな

や葉
は

を

むしりとっても、すぐにまた生
は

えてくるくらい

生 命力
せいめいりょく

が強
つよ

いところからその名がついていました。 

１か所に群生します。 


